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しない通常桑葉を別の6頭におなじく 7gr.給桑した. 2日目以後は DDT処理区共全部通常葉
-180ー
を 1 日 1 回 7-2~ を蚕児が発死あるいは上策するまで給与して毎日残桑量，食下量などを測っ
た生死の判定は虫体をつついても少しも反応動作をしめさず，且つ背脈管の縛動が停止したとき
をもって発死とみなしたのである. なお DDT処理区は残余効果をさけるために2日目当日そのジャ










1 2 試験区~ 日 日
A 5% DDT 7 7 
B 0.5% DDT 7 7 
C アセトン 7 7 
D 通常葉 666 
・‘註 *印仕j己主棄を，⑥印は営繭完了をしめす




を動かして頭胸部を左右にふるものがでてきて， 典型的な DDTjitter (Brown， 1951)の症候を
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第2表 DD'I‘附着桑業の食下状餓 (24時間目)
試 給桑量 残桑量 脱糞量
.、
7.5 9.g5 V e.1 g，p 
7.0 9.0 0.2 
7.0 5.0 1.5 
7.0 3.5 1.9 
験 区
A s. Dt:π 













試 験 区 絵桑量 残桑量 脱糞量 蚕児ととも仁食桑旺盛であっ
7z 
. て虫体の生長がめだっ.いま
A 聞‘ 国耳、 1.1 r. 処理後48時間日における桑
B 0.5% D町、 7.0 6.8 。 業食下状態を第3表仁しめ
C アセトン 7.0 3.2 2.7 す.すなわち， DDT附着桑






レー仁うつしかえて拡座をおこなし，'， かつ給桑量も各区共 20grにした.またこの日発死した DDT
区の蚕児もふくめて，各試験区の蚕児の体重を測定したところ， DDT添食蚕児はまったく発育不



















第5令の蚕児に DDT5 %， 0.5%アセトン溶液を塗付した桑業をただ1回だけ添食したところ，
いずれも給桑後1時間目にすでに中毒症状が現れて食桑を中止し，第4日目lこは全部発死した.
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